
平成１９年の第１回市議会定例 

会が先ごろ開かれ、今年度一般会計 

予算、特別会計予算、立川市地域学 

習館条例などの議案を、可決しまし 

た。 
新しくスタートする制度の中から、 

公明党が提案・推進してきた主なも 

のを紹介します。 

２００７年（平成１９年）５月発行 第１４号 

◆ 第１回市議会定例会で平成 19 年度予算を可決 ◆ 

小・中学生を対象に、医療費の自己負担分（３割）のうち１割 

を都と市が半分ずつ補助し、自己負担が２割に軽減されます！ 

今年 10 月からスタートします！ 

公明党が強く訴えてきた「児童手当の乳幼児加算」がついに 

実現しました。０歳～２歳の第１子、第２子は、これまで、 

月額 5000 円でしたが、今年６月支給分から一気に 10000 円 

に倍増されます！



「放課後子ども教室」が地域の皆様の協力のもと、準備が 

整った小学校から順次、開設されます。また、自転車運転 

免許制度の実施小学校が７校に拡大されます。 

行政サービスの向上 

●会議録等の製本について、出来る限りデジタル化（ＣＤ、ＤＶＤ）して、紙の減量化 

と費用削減を図れ。 ――＞その方向で進める。（議会事務局次長） 

●市のホームページの更新、英語版の充実などを進めるべき。また、震災時などに備え、 

携帯電話などから利用できるモバイル・サイトの早期開設を。 

――＞市のホームページ改良後、モバイル・サイト構築に取り組む。（広報広聴課長） 

安心・安全の街づくり 

●各自治会が運用している防犯灯について、高齢化が進み、電球交換など管理が厳しく 

なっている場合は、市が管理を行うようにしていくべき。 

――＞条件を考慮し、必要な場合は市で管理をする方向。（産業文化部長） 

●市道だけでなく、私道についても定期的な路面排水施設の清掃を行っていくべき。 

――＞公道を優先しながら、検討していく。（道路課長） 

不審者情報を携帯メールに送信する事業が５月１日か 

らスタートしました。昨年５月、公明党が署名を添えて 

青木市長に早期実施を強く申し入れていたものです。 

赤ちゃんの４カ月健診時に、本を贈呈す 

る「ブックスタート事業」が８月から始 

まります。



長年の懸案だった大山小学校 

東側砂利道を舗装しました 

大山団地東交差点（砂川町２丁目） 

歩道を補修しました 

都営幸町２丁目アパート入口付近 

（幸町２丁目）に街灯を設置 

玉川上水駅付近（幸町６丁目）の 

歩道を補修しました 

●高齢者の緊急時の通報システムと、配食サービス・見守りネットワークなどを連携させ 

充実するべき。 ――＞両方がうまく機能するようにしていく。（高齢福祉課長） 

若者の就業支援 

●立川若者サポートステーション等をサポートして、フリーターやニートへの就業支援を 

充実するべく、地元企業へ職業体験の受け入れ・協力を促進していくべき。 

――＞商工会議所、ハローワーク、商店街などと連携していく。（産業振興課長） 

都市農業の支援 

●都市農業は、環境・市民の憩いの場・災害時の避難場所など多くの機能を果たすもの 

であり、持続可能なように支援していくべき。 

――＞都市農業の存続は一番の命題と考えている。（産業振興課長） 

教育環境の整備 

●小中学校の授業で使用する教育用物品について、実社会で役に立たない古いものは、 

新しいものと交換を図っていくべき。また、老朽化した放送施設は改善を。 

――＞学校と協議しながら対応していく。（学務課長）



54 歳。東大法学部卒。弁護士。衆院議員２期、 

参院議員１期。元防衛政務次官。党政務調査会 

長代理、都本部代表。 

37 歳。英国ブラッドフォード大学院で「平和学 

博士号」取得。参院議員１期。前外務大臣政務 

官。党青年局長、国際局次長、都本部副代表。 

公明党青年局長として、若者の声を真正面 

から受け止め、着実に実現。 
1012 万の署名で実現させた「携帯電話の番 

号ポータビリティー制度」をはじめ、若者の 

就職を支援する「ジョブカフェ」の全国展開、 

電車の「女性専用車両」導入など、多彩な成 

果を勝ち取っています。 

公明党東京都本部代表として、都議会議員・市 

区町村会議員と連携し、その“ネットワーク”を 

生かして、国会で数々の政策を提言し、実現。 

東京の手厚い「子育て支援策」や、すべての公 

立小・中学校での「耐震診断」の実施、中小企業 

支援策などを、大きく前進させました。


